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昨
年
４
月
に
市
長
二
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
諸
先
輩
方
の
ご
支
援
ご
指
導
の
お
陰
で
あ
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

８
月
に
局
地
的
な
豪
雨
災
害
が
あ
り
、
名
寄
市
も
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
田
畑
や
河

川
、
道
路
な
ど
大
き
な
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
我
々
は
天
塩
川
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
水
資
源
、
山
野
に
囲
ま
れ
た
厳
し
く
も
豊
か
な

自
然
環
境
と
と
も
に
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
大
自
然
に
畏
敬
の
念
を
払
い
つ
つ
、
そ
の

恩
恵
を
最
大
限
享
受
し
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
備
え
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

地
方
創
生
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
人
口
減
少
問
題
が
日
本
全
体
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
昨
年
１

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率(※

１)

の
低
さ
、
②
特

に
出
生
率
の
低
い
東
京
・
札
幌
へ
の
地
方
か
ら
の
人
口
移
転
で
す
。
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地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
30
万
人
以
上
の｢

地
方
中
枢
拠
点
都
市｣

に
投
資
を

集
中
す
る
と
い
っ
た
政
府
方
針
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
広
大
な
面
積
を
有
し
、
人
口
が
分
散
し
て
い

る
北
海
道
に
通
用
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
北
・
北
海
道
中
央
圏
域
定
住
自
立
圏(※

２)

の
中
心
市
で

あ
る
名
寄
市
が
、
士
別
市
と
と
も
に
、
都
市
機
能
を
し
っ
か
り
守
り
ぬ
く
こ
と
が
、
広
域
で
の
地
域

振
興
に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

地
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
そ
れ
に
国
が
応
え
て
い
く
。
今
あ
る
べ
き
地
方
創
生
の
姿
で
す
。

そ
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、
そ
こ
に
住
む
市
民
が
、
名
寄
市
を
愛
し
、
い
か
に
活
性
化
す
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
人
で
す
。

　

名
寄
市
の
先
人
の
皆
さ
ま
は
、
開
拓
者
精
神
で
常
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
弛
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
ら

れ
て
、
素
晴
ら
し
い
財
産
を
築
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
土
台
・
大
き
な
財
産
を
大
切
に
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
た
め
に
、｢

挑

戦｣

す
る
の
み
で
す
。
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年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

※

１ 

合
計
特
殊
出
生
率

１
人
の
女
性
が
生
涯
に
何
人
の
子
ど
も
を
産
む
か
を
表
す
数
値
。
15
～
49
歳
の
女
性
の
年
齢
別
出
生
率
を
合
計
し
た

も
の
。
日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
43
、
東
京
都
１
・
13(

い
ず
れ
も
２
０
１
３
年)

、
札
幌
市
で
１
・
08
（
２

０
１
２
年)

。
こ
の
率
が
２
・
08
の
と
き
，
人
口
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※

２ 

北
・
北
海
道
中
央
圏
域
定
住
自
立
圏

定
住
自
立
圏
と
は
、
一
定
の
都
市
機
能
を
有
す
る
市
と
周
辺
の
市
町
村
と
が
、
農
林
水
産
業
、
自
然
環
境
、
歴
史
、

文
化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
活
用
し
て
、
相
互
に
役
割
分
担
し
、
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
暮
ら
し
に

必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、
圏
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
広
域
連
携
の
取
り
組
み
。

北
・
北
海
道
中
央
圏
域
定
住
自
立
圏
は
名
寄
市
と
士
別
市
を
中
心
市
と
し
て
、
和
寒
町
、
剣
淵
町
、
下
川
町
、
美
深

町
、
音
威
子
府
村
、
中
川
町
、
幌
加
内
町(

上
川
管
内)

、
西
興
部
村(
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内)

、
枝
幸
町
、
浜
頓
別
町
お

よ
び
中
頓
別
町(

宗
谷
管
内)

の
13
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
。
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